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4．2領域間のトリップ数の定式化  1．はじめに   

本稿では，無限に桐密な格子状道路網を有する面積∫  

の矩形領域を想定し，移動者の出発時刻の分布を（有限  

区間で定義される）任意の密度函数で与えた場合の交通  

虫の分布を導出する方法を述べる．  

2．都市モデルと移動に関する仮定   

トリップの起点p（ェ1，yl）の密度，終点Q（ェ2，y2）の  

密度をそれぞれ入（ヱl，yl），〃（ご2，y2）と表し．2つの任  

意の領域月pから領域月qへのトリップ数を几とす  

る・ここで，領域月pと領域月Qの間のトリップ数m  

が総通勤者数〝を用いて，以下の通りに表されるよう  

入（ェ1，yりならびに〃（ヱ2，y2）を設定する：  通勤者の移動に関して以下を仮定する：   

（1）移動の起・終点は一様かつ独立に分布する；  

（ⅠⅠ）すべての通勤者は方向転換（右曲がりあるいは左  

曲がり）を一回のみ行う最短経路で移動する；  

（ⅠⅠⅠ）右曲がりと左曲がりは等確率で選択される；  

（IV）総通勤者数を〃とし，移軌速度はいたるところ  

で一定値vとする．   

3．断面交通密度の定鏡   

n＝〃⊥上。  入（ェ1，yl）〃（〇2，y2）血Idyl血2dy2．（4）   

起・終点を一様分布で与えた場合（仮定（Ⅰ））の密度は  

入（ェ1，yl）＝〃（ェ2，y2）＝1／βとなる【6ト以下では，東  

向きの移動に着日するが，その他の3つの向きについて  

も全く同様である．  

y  

地点（ェ，y）を時刻tに東向きに通過する交通量を記述  

する指標として断面交通密度p京（ェ，y；t）を定義する（y  

■一 軸の正の向きを北とする）・図1のように，地点（ェ，yり  
と地点（〇，y2）を結ぷ線分Cを時刻t。からtぁの間に東  

向きに通過する交通量をα克とする・このとき   

α点≧£。上：1顆（刷dyd藍 （1）  

を満たすp烹（ェ，y；t）を地点（ェ，y），時刻tにおける東向  

きの断面交通密度と呼ぷ【5】（その他の3つの向きに対  

応する断面交通密度も全く同様に定義する）．ここで，  

（1）式のp兼（ェ，y；t）を全時間に関して積分した結果得ら  

れる函数触（ェ，y）を定義する：  

′よm8X   

エ  

図1：格子状道路網を有する矩形領域．   

5・触（ェ，y）の導出法   

図2（a），（b）において，地点（ェ，y）に設けられた微′小幅  

dyをもつ線分Cに着目する．線分Cを東向きに（トー  

タルで）通過する交通盈は，（1），（2）式より触（ェ，y）dy  

となる．線分Cを東向きに横切るための起。終点の領  

域の組み合わせには，方向転換をCを通過する前に行う  

場合（図2（a）の月pとAq）と，後に行う場合（図2（b）  

のβpとβq）があるt 従って以下が成立する：  

王  
触（ェ，y）＝  p京（ェ，y；t）dt・  （2）  

lmt。  

いま，地点（訂，y）を通過する移動者の，通過時刻の密度  

函数を！栗（ェ，y；t）と表す．断面交通密度p叔（∬，机りは  

紬（ェ，y），！見（ェ，y；りを用いて以下の通りに表される‥  

p児（ェ，y；り＝軸（〇，y）・！点（ェ，y；り・  （3）  撤（刷＝蒜ム上。d痛血2dy2   

＋姦⊥ムd痛d軸   従って，目的のp庶（ェ，y；f）を導出するためには，触（諾，訂）  

ならびに∈文（ェ，y；t）をそれぞれ導けばよい・  
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6・∈東（ェ，y；t）の導出法   

ぐ東（ヱ，y；りの導出法を図2（a）の場合を例た説明する・  

∈東（ェ， 

地点（ェ，y）までの所要時間uの密度函数タ（叫エ，y）を得  

る必要がある．密度函数タ（叫エ，y）は，地点（ェ，y）を中  

心とする所要時間uの等高線【1】（図3）と▲月pとの共通  

部分の長さ上（叫エ，y） 

（b）  

図2：起・終点の領域の組み合わせ．   

エ（叫エ，y）  
タ（叫エ，y）＝   （6）  

ヽ乃IAp   

ただし，いpIは領域Apの面積を意味する．   

いま，すべての移動者の出発時刻の分布は区間【0，β】  

で定義された密度函数J（t）に従うものとする（図4（i））・  

ここで，んに起点をもつ移動者の打越点（。，y）まで  
の所要時間が【叫u＋du】である移動者を考える（図3  

のグレー領域に起点をもつ移動者）．この移動者が地点  

（ェ，y）を通過する時刻の密度函数ノ（叫）は，J（t）をちょ  

うどuだけ右にシフトさせたものとなる（図4（ii））．   

いま，Ap内に起点をもつ移動者の内，線分Cまでの  

所要時間が【叫u＋d可であり，かつ【い＋dt】の間にC  

を通過する人の割合は  

J（tlu）dt・タ（叫ご，y）dtl  （7）   

で与えられることに着目しよう．Apに起点をもつすべ  

ての移動者の，地点（ェ，y）までの所要時間保と（〇，y）を  

通過する時刻tが満たす領域はt－u平面上の平行四辺形  

に対応する（図5）．特定時刻土までに（ヱ，y）を通過し終  

わっている移動者は，t－U平面上の点（t，u）が，図5の  

グレーの領域βiこ含まれる集合である．これより，Ap  

内に起点をもつ移動者の，地点（ェ，y）を通過する時刻の  

累積分布函数≡東（ェ，y；t）は，叫tの同時確率密度函数  

J（叫）・タ（叫ヱ，y）を領域β上で積分すればよい‥  

図3‥地点（∬，y）サらの所要時間uの撃高緑園・  

J（t）  J（叫）  

∴L∠ゝ二  

uだけシフト   

＝＝⇒・  

（i）  

β   －（ii）u  U＋β－  

図4：出発時刻の分布（i）と通過時刻の分布（ii）の例．  

図5：∈稟（ェ，y；t）導出のためのダイアグラム．  
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Poin Limit，ed．   

三文（ェ，y；りをtで微分すれば，古文（ェ，y；f）を得ること  

ができ，（3）式よりp東（ェ，y；t）が導かれる・  

7．おわりに   

出発時刻の分布の代わりに出社時刻の分布を与え（時  

間軸を逆向きに取り直し），その時間的広がりの度合い  

が交通量の分布に与える影響を分析すれば，オフピー 

通勤の導入効果を把握する規範的なモデルになり得る．   

出社時刻の分布の与え方によっては（例えば一様分  

布），断面交通密度を地点（ェ，y）ならびに時刻fを変数  

とする函数として陽に導くことができる．  
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